時間配分について

最終更新：2012年4月11日　あおくま
　ある程度勉強してきた受験生にとって、最後の決め手となるのが時間配分です。当時個人的に考えた時間配分等を紹介していましたが、平成24年度より国家公務員採用試験内容が大幅な変更となったため、改めて考えてみました。専門択一試験は時間が余ると思うので、ここでは言及しません。また、誠に勝手ながら、私の受験した国家Ⅰ種、家庭裁判所調査官補Ⅰ種、法務教官、東京都Ⅰ類（心理）、千葉県（心理）に限り紹介しております。教養試験に関しては行政・事務、技術、福祉職の方も参考になるかと思います。
　数的処理に関しては、ぱっと見て解けそうか解けなさそうかの判断がつきやすいものから見ていきました。その判断がつきやすいと感じていたのは、資料解釈、図形、数的推理、判断推理の順だったのですが、試験問題をおおまかに見ると前半から順に判断推理、数的推理、図形、資料解釈と並んでいることが多いため、後ろから順に遡って見ていきました。解けそうな問題はさっと片付け、「こりゃだめだ」という問題には目もくれず、「解けるかも」という問題に、残りの時間と精力を注ぎ込みました。
　尚、目標時間と目標点数を記載しておきました。参考になれば幸いです。

　あくまで一例なので、最終的にどのように解いていくかは皆さんにおまかせします。ご質問・ご意見等ございましたら、あおくままで宜しくお願い致します。

最終更新：平成24年3月31日（水）　　あおくま
○国家Ⅰ種
●教養択一試験　　試験時間：3時間

　内訳：文章理解　11題　　　数的処理　16題

　　　　時事問題含め、自然・人文・社会より　13題
　時間がたくさんあるようで、意外に足りないのが国家Ⅰ種の教養択一試験の特徴です。以下の順番で解き、時間を振り分けました。
　①時事問題・自然・人文・社会　⇒　目標時間：30分　　目標点数：6点
　　得意な分野から積極的に解いていくと効率が良い。問題を解くのに26分（1問2分）、ページをめくったり解く問題を考えたりするのに余裕を持って＋4分という計算です。

　②文章理解　⇒　目標時間：60分　　目標点数：9点
　　文章が長く、英語だらけですが、難易度は高くないです。1問約5分で解いてください。
　③数的処理　⇒　目標時間：90分　　目標点数：12点
　　①・②が終わり、数的処理に100分残っていれば上出来です。割とすぐに解ける問題があるので、残りから何とか正解が出せるように頑張る。
○家庭裁判所調査官補Ⅰ種

●教養択一試験　　試験時間：2時間25分

　内訳：知能分野　27題　　　知識分野　3題

　それなりに余裕を持って解けると思います。30題で2時間25分もあるから、ということもありますが、ぱっと見てわかる問題とわからない問題がはっきりしているからです（というより、ほとんどわからない）。とは言え一応以下の順番で解き、時間を振り分けました。ただし、平成24年度から問題の難易度が変わる可能性もあります。
　①知識分野　⇒　目標時間：5分　　目標点数：2点

　　全問必答なので、苦手なものも解かなくてはなりませんが、問題を選択する必要がない分早く終わります。一目見て、さっぱりわからない問題は、最悪勘に頼りましょう。
　②知能分野　⇒　目標時間：140分　　目標点数：18点

　　果たして文章理解と数的処理が何題ずつかわかりませんが、国Ⅰと合わせてそれぞれ11題、16題と仮定します。

　文章理解は他の試験種と比較しても、かなり解きにくいです。内容一致の問題が少なく、空欄補充や並び替えの問題ばかりです。あまり深追いはせず、最初に「これかなぁ」と思った答えにした方が、良い結果が出る傾向があります。5分以上考えてもあまり良い結果にはならないです。とは言え文章理解くらいしか得点源がありません。満点を取る意気込みで解いてください。
　　数的処理もかなり解きにくいです。解ける問題を確実に取っていくという考えた方が良いと思います。パッと見てわからない問題はどうせ皆解けません。
○法務教官

●教養択一試験　　試験時間：2時間20分

　内訳：文章理解　11題　　　数的処理　16題
時事問題含め、自然・人文・社会　13題
　40題で2時間20分しかない点、数的処理が16題もある点で、油断すると時間が足りなくて痛い目に遭います。以下のような感じで作戦を立てましたが、実際は数的処理を解く時間が70分もなかった気がします。
　①時事問題・自然・人文・社会　⇒　目標時間：25分　　目標点数：7点

　　国Ⅰと解き方は同じ。得意な分野から積極的に解いていくと効率が良い。問題を解くのに20分（1問約1分30秒）、ページをめくったり解く問題を考えたりするのに余裕を持って＋5分という計算です。問題はそれほど難しくはないので、可能です。
　②文章理解　⇒　目標時間：45分　　目標点数：10点

　　他の試験種と比較しても、おそらく一番簡単です。文章もそれほど長くないし、内容も標準的で、頭をひねるような問題はあまりないです。うまくいけば満点も取れるかもしれません。
　③数的処理　⇒　目標時間：80分　　目標点数：11点

　　問題数がやたらと多いので、最悪でも70分は残しておきたい。問題自体はそれほど難しいものはないが、75分～80分はあった方が良い。1問約5分の計算です。
○東京都Ⅰ類
●教養択一試験　　試験時間：2時間00分

　内訳：知能分野　　　　　24題　　知識分野　16題

　全部で40題あるのに、たった2時間00分しかありません。当然全部は見切れません。文章理解で点が取れれば、数的処理は半分取れれば良いと思います。全体で5割を目指しましょう。文章理解と数的処理の配分がわかりませんが、それぞれ8題、16題と仮定します。
　①社会事情・自然・人文・社会　⇒　目標時間：20分　　目標点数：8点

　　全問必答なので、苦手分野も避けられないが、問題文が2,3行のものが多く、ほとんどの問題は短時間で答えが出ます（あるいはさっぱりわからない）。なので、知識系の問題は16題ありますが、20分でなんとか片付けましょう。後がきつくなります。
　②文章理解　⇒　目標時間：35分　　目標点数：6点

　　東京都の教養でまともに点を取るとしたらここです。文章理解は点が稼げます。数的処理を解く時間も気にはなりますが、時間も35分～40分程度しっかり取って、落とさないようにしましょう。
　③数的処理　⇒　目標時間：65分　　目標点数：8点

　　ここまで頑張ってやってきても、数的処理にまわせる時間はこんなものです。「1問4分しかない！」と考えるよりは、ぱっと見て解けそうな7問程度を30分くらいかけて解き、残りの時間で何とか3問程度は解き、残りは運を天に任せる！（運がよければ3問くらい当たるかも）くらいの考え方で良いと思います。
○地方上級

●教養択一試験　　試験時間：2時間

　内訳：文章理解　8題　　　数的処理　17題　　　自然・人文・社会　25題から15題選択

　知識系が選択式なので、苦手分野を避けられるメリットはあるが、どの分野の問題を何問解くかあらかじめおおまかにでも決めておかないと、悠長に選んでいる時間はありません。40題で2時間しかなく、数的処理が17題もあり、しかも7割近く取らなければいけないことを考えると、超難関です。
　①自然・人文・社会　⇒　目標時間：20分　　目標点数：8点

　　できれば1問1分＋5分くらいで解きたい。問題はクセはあるがそれほど難しくはなく、少なくとも5月末まで教養試験の問題集をしっかりやっていた人であれば、半分は取れると思う。逆に言えば、簡単な問題は絶対に落とせない。
　②文章理解　⇒　目標時間：35分　　目標点数：7点

　　地方上級の場合、文章理解は「点を取るならここ」ではなく、「ここで点を落としたらアウト」です。1問4分程度で、かつ確実に正答を出す必要がある。問題は、文章は短かくて楽だが、選択肢は「どちらも正解に見えるんだけど」というような曖昧なものが多いので、注意が必要。
　③数的処理　⇒　目標時間：65分　　目標点数：13点

　　結構飛ばして解いてきても、数的処理を解く時間は1問4分弱しかない。しかし、東京都とは違い、7～8割は取らないといけないので、「これは無理！」という問題は3問程度に絞り、残りを全てしっかり解くつもりで取り掛かった方が良い。目標点数は13点にしているが、実際には12点も取れれば御の字かもしれない（正答や平均点が公表されていないので、何とも言えないが）。
○最後に
☆教養試験の知識系の問題について

　自然科学、人文科学、社会科学の3分野については、「5つの選択肢から正答を1つ出す」と考えるよりも、「1つでも多く誤りの選択肢を見つけて、正答の確率を上げる」と考えた方が良いです。単純に考えて、選択肢が1つも切れなければ、正答の確率は20％ですが、3つ切れれば50％に上がります。また、選択肢を2つも切れれば、残りの3つのうち「なんとなくこれが正解っぽい」という選択肢が見えてくる可能性もあります。当たり前のことしか述べていませんが、「間違いの選択肢を4つ切らないと正答に辿り着けない」と考えるよりは、「1つでも多く選択肢が切れれば、その分正答の確率が上がる」と考えた方が気が楽です。
　ものは考えようなので、自分をあまり追い込まず、楽に楽に考えましょう。勉強する時も、「しっかりやらないと、間違いの選択肢を4つも切れない」と考えるよりは、「少しでも多くやれば、その分選択肢を1つでも多く切れる可能性が上がる」と考えた方が楽しいと思いますよ。

☆数的処理でわからない（答えがどうしても出せない）問題について
　数的処理を解いていて、どうしてもわからず、時間もあと3分しかない！となった時は、もう勘に頼らざるを得ません。しかし、例えば5問わからないとして、5問とも「3」にしておけば、単純に考えれば1つは当たります。わからない問題が数問ある場合、全て同じ解答番号にしておけば、「この問題は1でいいや、こっちの問題は3にしよう」などと考える手間も省け、便利です。
　資料解釈には様々なタイプがあります。当然、解答を「1」にしたら正答率が上がってしまう、という問題もあります。「1」にした方が受験者を惑わせられる問題もあります。
　そこで気になるのが、「正答になりやすい選択肢ってあるのかな？」だと思います。くだらないと思いつつ、ある4年間の数的処理の正答番号を判断推理・数的推理・図形・資料解釈の四つについて調べてみました。

　調べてみたところ…ほとんど差はありませんでした。まあ、当然といえば当然です。

　ただ、よく見たところ、図形に関してはどの試験種も「3」に若干集中しているような気もしなくもないです。なので、この際、わからない問題は全て「3」にしてみてはいかがでしょうか。私も（過去の経験から何となく）わからない問題は全て「3」にしていました。もともとわからなかった問題です。1問でも当たればラッキー、2問当たれば超ラッキー♪だと思えば気が楽だと思います。
☆教養論文・専門論文について
　模試でも本番でも、教養論文や専門論文を試験開始後いきなり書き始める人がいますが、これはとてもキケンです。特に家裁の2次試験はペン書きなので、リスクが増します。
　言わずもがなですが、いきなり文章を書き始める前に、まずは文章の構成を考えましょう。家裁の2次の専門は、2題選択で2時間、つまり1問当たり60分ありますが、私は10分～15分は構成を考える時間に当てました。教養論文も、60分のうち10分は構成を考える時間に費やしました。構成さえ練れば、45分で1,000字程度はスラスラと書けます。
　メリットとしては、書いている途中で「あれ、論理的におかしくなってきたぞ」とか、「こんなこと書きたいわけじゃなかったのに」とか、「あ、あのこと書くの忘れた！」という泣くに泣けない事態を避けられることと、字を間違えることが少なくなることです（模試で試してみてください）。
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